
 

 

平成２９年度労働事情実態調査結果のポイント 

 

調査の概要 

・調査時点：平成２９年７月１日 

・調査対象：県内中小企業１，３００社 

・回収状況：４８０社（製造業２５８社、非製造業２２２社） 

・回 収 率：３６．９％ 

 

 

◇経営状況 

「良い」１７．３％（前年１５．７％）、「悪い」２４．２％（前年３０．８％） 

 

◇主要事業の今後の方針 

「現状維持」５８．１％、「強化拡大」３６．９％ 

 

◇経営上の障害 

「人材不足（質の不足）」５１．３％、「労働力不足（量の不足）」３４．７％、 

「同業他社との競争激化」３３．０％、「販売不振・受注の減少」２８．９％ 

 

◇経営上の強み 

「技術力・製品開発力」２８．５％、「製品・サービスの独自性」２６．８％、 

「顧客への納品・サービスの速さ」２６．５％ 

 

◇週所定労働時間 

「週４０時間」以下の事業所は９１．４％（前年８９．９％） 

 

◇月平均残業時間（従業員１人当たり） 

「１０～２０時間未満」が２２．９％で最も多く、次いで「１０時間未満」が２１．

４％、「０時間」が２０．１％ 

 

◇年次有給休暇（従業員１人当たり） 

平均付与日数１５．７１日、平均取得日数は７．６８日で、取得率は４８．８９％ 

 

◇平成２９年３月新規学卒者採用状況 

技術系全体：採用計画３２６人に対し、２６０人採用（充足率７９．８％） 

事務系全体：採用計画５７人に対し、５１人採用（充足率８９．５％） 

 

◇新規学卒者の平均初任給（平成２９年６月の通勤手当を除く所定内給与） 

高 校 卒：技術系 １６２，７７４円（対前年比  １，６９５円減） 

事務系 １６１，７６０円（対前年比  ６，９７３円増） 



 

 

専門学校卒：技術系 １８６，１４４円（対前年比  ６，７４８円増） 

事務系 １８０，０００円（対前年比  ８，３８７円増） 

短大卒(含高専)：技術系 １７３，６８６円（対前年比  ８，３６４円減） 

事務系 １９２，０００円（対前年比 ２１，０００円増） 

大 学 卒：技術系 ２０６，８７８円（対前年比  ７，２９０円増） 

事務系 １９４，１７１円（対前年比     ２１円増） 

 

◇平成３０年３月新規学卒者採用計画 

採用計画が「ある」とする事業所は３２．６％ 

学卒別平均採用計画：「高 校 卒」６８．２％、２．７０人 

「専門学校卒」３６．４％、１．８６人 

「短大卒(含高専)」１１．７％、２．００人 

「大 学 卒」５３．９％、２．７３人 

 

◇障がい者の雇用状況 

障がい者を「雇用している」は２３．８％、「雇用していない」７６．２％ 

  障がい者の雇用人数は、「１人」５２．７％、「２人」３２．１％ 

  今後、「障がい者を雇用する予定はない」８１．５％、「検討中である」１４．９％、

「ある」３．６％ 

 

◇従業員の過不足状況 

  従業員の過不足状況は、「職種・部門によって不足している」が４２．９％で最も多

く、次いで「適正である」が３５．２％、「全体的に不足している」１４．７％ 

  従業員が不足している職種・部門については、「現場・生産」が５６．１％、「営業」

２９．４％、「生産管理・生産技術」２３．０％ 

  従業員の不足理由は、「求める人材が来ない」が５６．３％で最も多く、次いで「新

規採用が困難になった」３２．６％、「若手従業員が定着しない」３０．４％ 

  従業員不足への対応策については、「経験者の中途採用」６６．１％、「新規学卒者

の採用」３９．１％ 

 

◇賃金改定状況 

平成２９年１月１日から７月１日までの間に賃金を「引上げた」のは５１．５％、「今

年は実施しない（凍結）」が２０．０％、「未定」１６．４％ 

改定後平均賃金 ２５９，５５９円（加重平均） 

平均改定額     ５，４９２円 

平均改定率      ２．１６％ 

  賃金改定の内容は、「定期昇給」５８．３％、「基本給の引上げ（定期昇給制度のな

い事業所）」３５．３％、「諸手当の改定」１４．７％ 

  賃金改定の決定要素は、「企業の業績」６７．６％、「労働力の確保・定着」５１．

８％、「世間相場」２２．５％ 


